
『顧客第一』に徹し、顧客に満足される『品質』を継続的に提供するため、大豊グループ全体の人材育成、成長を通じた品質向上に取り
組んでいます。

《主な活動》
 ・全社横断活動で、過去の不具合事例を共有し、高い品質感性を醸成
 ・海外での品質向上活動により、複数顧客から品質賞を受賞

品質向上
生産集約　～ダイカスト製品のエネルギー効率向上～

製造資本 製造

過去事例の再認識 製造・品質一体となった工程点検

不具合事例を『日めくり』で周知、注意喚起を行う 　検出力向上で流出防止　顧客品質賞受賞

グローバル全体で最適な生産体制を企画し、製造資本の有効活用と強固な経営基盤構築に向けた活動を推進しております。そのた
めに、中長期目線での市場環境変化やお客様のニーズを踏まえた「生産集約」、大量生産品と少量生産品の「造り方を変える」ことに
よる生産性の効率化、「デジタル活用」による作業の効率化を柱として、競争力向上と持続的成長を図ってまいります。

グローバル生産体制の最適化

ダイカスト製品の生産拠点は、国内２工場に大物部品と小物部品が分散しており、エネルギー使用量が非効率であるという課題が
ありました。この課題を解消するため、大物部品を岐阜工場に集約して、エネルギー効率を向上することで、生産性向上と環境への
貢献を図っております。
また、本社工場の小物部品を関連会社へ移管し、グループ全体で製造負荷を平準化する事で生産性向上を図っております。

造り方を変える　～エンジン軸受の汎用設備開発・集約～

エンジン軸受は自動車メーカー向けの大量生産品と補給市場向けの少量生産品があり、国内の３工場で生産していました。大量生
産品と少量生産品の混在によって、治具交換に伴う非稼働時間が長く、生産性が低下する課題がありました。この課題を解決するた
め、極少量ラインを開発し、少量生産を九州工場に集約することで、全体の生産性向上を図っております。

デジタル活用

人による記録作業や運搬作業などをデジタル管理板やAGVに置き換えており、生産以外の付加価値の低い作業をデジタル化し、
生産性の向上を進めてまいりました。今後、デジタルツールを全社に拡げることで間接作業の効率化を図ってまいります。生産集約

1.ダイカストの大物部品を集約し　
　エネルギー使用を効率化
2.軸受部品の集約と
　補給用部品 極少量専用ライン稼働開始
　（＝大量生産と少量生産のすみ分け）

3.治具交換を不要とした汎用設備開発
造り方を変える

デジタル活用 付加価値のない作業を効率化

熱源を一極化→エネルギー効率化

本社工場

岐阜工場

本社工場

2拠点に分散

岐阜工場

ダイカスト 小物

ダイカスト

ダイカスト ダイカスト 大物

AGVによる自動搬送 生産管理板のデジタル化

運用状態を
クラウドで
管理

大量/少量のすみ分け→設備、人の効率化

3工場に集約→少量品を九州へ

新規投資ゼロで少量生産ラインを構築

岐阜工場 大量生産エンジン軸受
（大量少量混在）

少量生産

細谷工場 エンジン軸受
（大量少量混在）

九州工場

岐阜工場
細谷工場
九州工場

エンジン軸受
（大量少量混在） 九州工場

環境 Environment

最適な生産体制構築、デジタル技術活用により、

競争力向上と持続的成長を図ってまいります。

生産環境委員長　小原 淳実
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